












































自らの科学iï)f究の道を i)とめる考え方に i;ヨ響するのである j(〉 ).L7 し ìJ~与えれば，各 11打にに yi1 なった矢111'1<)
i迎式71があるということでもある.その知的凶式がその時代の主流を担って，各学IllJ・)志位.1:.治サ;
に没透して1J"く. J也 :Fm:~/ も 11寺代の産物である以上，その流れの内にあって，その II~j:代の i~~~ ~!.~~~を交ける
のも当然で、あろう.
本中:では科学と j也:un年:との手川安なIVJ:i主のある(] )絶対 11寺 II\J 空間!と ~{I 士、j- II~J:1日E去1¥]， ( 2 )部分と全体，





ある」という.同様にして I絶対的な立の数学的 11寺 I I:\ J は，それ I~I 身でそのものの本性から外界のも
のとも i立日系なく，均一に j定 ~l，日Ij名を J守続という J8).
このニュートンの考えjゴが1756年から 1796年に Konigsberg大学で physicalgeographyを講義した
Kantに受け入れられその講義がI-!erc!erから Humlコolc!tや Ritterに大きく影響を及ぼしたのである引





しかし Einsteinによる1910年代の相対性理論， 1920年代の不{確定t!:JnlJ:'J!.の発表後， 1寺!雨空間にた
しEする見方が変わった.キ1:1対tl:型n論によると， 1寺!日j空!日jは不変ではなく，置ける1初日1・場所により I(jfl
1寺随所変わるものであるという. またi時間空間jはIfJ1時tをも合んでいる 10) Heisenbergによれば，
時間を主としてJ出産しようとすると空間はおろそかになり，その逆も同様である 11)という
この真理は地理学の研究にも妥当するであろう.たとえば，地理学的に時It¥iil41を含めて研究する場

















































この後者の均f究は前芥とは I~l ずと)ぷ考itが呉なる" J也j或の全{本{象を J巴l)1'~するには分析をくまなく号叫1\(
しないとそのE:l燃に達しないのである.ある学者は '1キ大な発見は本質的に総合的であり，各ブJf(lI 











































































た.特に同のキリスト教の~\'d.iきでは，十1\1が人間をつくったとする.判!が牧 mll で、人 I I\J が牧民，そして
すべての自然(羊群を合む動物純物)は牧民としての人間のために存在している.だから牧民として
の人間は自然を自由に使用してよい，人!日j はネ111 から授けられた権利の行使により I~I7!ミ支配権を得てい
ると考える 1:))今日の科学は，文明社会の代表として，その分析的・抽象的研究方法により，非人
間1Iそ界を人IBlがその力を行使する領域としてのみ考えさせることにより，生物i習に自分の存在を依存
している人類を絶滅させる手DJJ けをしている:20) この近代目立 ic'( の科学的Iltl~物論は 機械文明を 71ラ J~え
させたものでもあった
地理学創立者iミitterもi時代の支配的な忠li主様式に従って「肉体が精神のためにつくられているよう
に，物JljtI~I<J な地球は入額のためにつくられている J i地球は人類の必要に完全に迎合するようにその
細微の点にいたるまでネIjlの意凶によって作られたところの一つの有機体である」という 地理学が人
的要素にかかわるliJ¥!v) ，子Ijlをひきあいに出さねば、ならないのだとしたら，いっそ人的要素を排除して，








に抗して，文化科学の領域を守ろうとした H.I~ickert は「文化科学と自然科学J (1898年)の著作を
発表し，歴史は法加を立てようとする(自然)科学とは訳が違うのだと主張した:2:2)その後の地理










































が地j或itの研究では，主観(1911i 1irl îü~ を 7片付Jl してきた
ll-4 客観と主観
A 科学に対する三つのアプローチ
A. F. Chalmersによると，科学に丸jーする三つのアプローチには， 2)主観主義アプローチ， 2)合






































































夕外ト調交に移り，笠ti象)]を I1注視してきた.今後の地J:IH~;たは外部fr:業のWJ外 HMJ1t と It~J Il~)': に惣{象力を重視し
なければ，新しい右IJjiIめなj也J:1年:は生まれてこない.
とにかく「学校で教えられるような科学はたいていの場合， )五日m を教わりそれを tfi~! にはまった手法
で応用するだけのことである.干利:1中i
;段設新の?守笥寄干主存i:f，存杭I'戸高，;)を読んでで、竿学:ぶのではなしい、JftJiυ)ことは{伴泊泣:'尖夫でで、ある
3 )存続'l't:科学の客観'れはいろいろと議論されている. 一一一般に， 存1観'(!J説制j見片引l土日作，↑子性iれ1
いている. (1)科学が「符観的」であるということは，科学がある磁の誤謬を犯すのが少ない，そ
の程度の方法しかない. (2)科学者ー も人!日J(I~感情と人間的弱点をもっ人間であるのを免れられない.




への「機能(I<J )J" {t J の適用により一般原理を作りあげる典型的なミル ]ri~!の科学と，大胆な推測と断 !iì~1



































いつく過程である.この過程を i1号がjJ という.この帰納という営みを二つに分けて考える. (1) 
観察データの中にあるいろいろな統計的に意味のあることがらを整理する営み ある程度数学的にき

























































はほとんど機能主義・国際様式の影響を受けた IJf~):\: .機能と構造j という思考'lJ)の産物で、ある.































て，ヨ~.~~~を千バ:売する!j i は i泣良のブJ-112で、ある.
j也]史的にみた場合{主主iよ・訂正. I説(路線jm :ff~ . CI3D .近隣出j業など)・業務区・行政区・
文教区・興行ぼなどは機能I'i<Jに地域分化され， 1tJ計・職場・余1IJ!1三者の坊が分間tして，交通の混乱を































第 1 表は，新 IEI地理学の基礎概念を示したものである.近代科学を基礎にした地~m年:の基礎概念仁|二I
( 1 )農業社会(古~'!i~ I~I守，閉鎖系，絶対 11寺関空間)， (2)国果関係(外的景の関係，決定論，予測可

























線]1~1'(j .可逆I'(J 非線形I~II] ・不可逆的
客観の重視 主客観とも重視
対白r.J:-.の見方 自然、は人間のための資源 自然と共生
| 閥自扶征略解服奪 ((科地自学理扶の発展) 多様化・複合化の生態関係探検)
破壊)
166 
の基礎理論を， 統合的， 2. 階層i凡
の全体像をJ出産しようとする.それから第 2表のように，者ISili.地域における基本姿素の十FI]X-'記述を
みる.










































イ 認知!空 Ij~] 文化的冊F宇『干ーーーーーーー----・ーーーーー』邑晶晶





j斉 イヒ if:i JJf~ 政 j古 flg岨田ー世F冊目司ー---帯『再『ーー』ーーー』圃由
1 体 ロ
構伴j: 構 生活空間 文化的
.l'5i χ 圃晶曲---ー島田寄叫ーーーーーーー『ーーーーー












現代!fl際社会はあらゆる而で、WJ.jili変換に ÎI~(mi している.学!日J l\t界も例外なく その仁1:1の地j史学も構
造変換過程にさしかかっていることは言うまでもない
本稿で述べた，科学における地J~l)学の発反を !R約すると，以下の iill りである








4 )実際，科学知識は一つの信念であり，一つの長Il I'l~I公式で、あり， また一極の伝的iでもある.地理
学集団も一つの知的図式を恭礎にした信仰j集団である. しかし，今日の地主n学集1:1は科学のi時代
の流れを無視しているかにみえる.地理学:は科学として存在する以上，科学の時代潮流を積極的




これからは帰納j去を);Id誌に， J出 j或 !'1~1を呉とともにす去!段位決IJ の jt求を i斗 11寺に重視し， JiliJ或の経忠実ii~
t=j1Jや演緯 tíí~?J!lJ の方向へと {í)f究を導いていくこと.そうすることにより，都市計画・地域的計画な
ど応用科学と結びつくし，社会的発言権も増大する.






{象と多様化・複合化をもって 地J}Il 'W~ カ{flH届されることを WJ待したい.






最後に，近代科学としての地理学の基礎概念を(1 )農業社会を基礎に:ï'i]í.1i.~ (I~ ， INi 14系，絶対1寺
関空間; (2) 因果関係:外I'I~去の関係，決定論，予測可能， irJ.幻影.1]"逆1'1守，客観の重視; (3) I~I 
然は人IMjのための資源:自然翌日W(:(科学の発展)， 1三Ir!.~1íE)Jli (地主u探検)， 1~1 f.~1II告存(自然破壊)とし
てまとめ，現代科学としての地現学の基礎概念を(1 )工業社会を );!d誌に:動態 i下J，開放系，相 l 土;JI1~I:
1関空間; (2)不作定性:内外1'信号:質の関係，非二決定論，予iWJ不 lJi:m， ~I:線形・不可逆 (1江主客観と
も重視; (3) 自然と共~t_ :多械化・複合化の生態関係などとして 今後の地理学を模索する手がか
りになればと思って提示した.
この論文Aは， 1994 :q 9 ):Jから199511:8 )jの 11\]，在、がjfL波大~.IJ也 fR ;f~・ :I系の外I~lil 人数r:ílí として EI:1( ;':Yi tl: 1=:1に執
筆した- Iこ!本文は!日!大学斎藤功教授と iì~ JJ;(秀 '--1革をわずらわし，全一丈にわたって n重なむ凡をいただいた.こ
こにj菜く!さ謝する
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The Conceptual Framework of Contemporary Geography 
on the Paradign1 Shift Age 
Yen Sen守shun
This article first dwells upon how to uphold the status of scientific geography by studying 
absolute time， absolllle space， part and whole， social and physcial aspects， as "九!elas objective and 
subjective standpoints 
lt then goes on to elaborate on how the importance of the three sets of concepts， namely， in-
duction and deduction， fllnction and ecology， necessity and chance， can be simultaneously stressed 
as a condition of the research methods of scientific geography by means of studying the above-
mentioned concepts_ 
It finally puts forward the differences in the basic concepts of New Geography and Old 
Geography. The latter is founded on (A) the static closed system in the agricllltural society as 
well as absolute time and space; (B) among the most important， relationship of callsality， deter-
minism， predictability， and ojective research; (C) understanding abollt / conqllest and destruction 
of Nature 
From no¥v onwalてl， Modern Geography should be reconstructed on the basis of (A) the dyna-
mic open system in the industrial society and relative time and space; (B) uncertai凶y，emphasis 
on history， llnpredictability， non-determinism， and equal emphasis on sllbjectivity and objectivity; 
(C) ecological balance resulting from man's co-existence with Nature. 
My conceptual Fl凋ameworkfor Usrban and Regional Study is briefly concluded by 
A region with cities or settlements as an organic cOl1munity or complex. lt can be based on 
integrated， ecologial， hierarchical and evolutional conceptions to describe its composition. These 
four縄 conceptionsconsist of basic elements， such as subjects (individuals， enterprises， institutions 
and the government)， f uctions (iclelolgy， social structure: econor山c，political and c山:uralstruc-
ture， technology) ancl natllral environment. By means of the interaction among these elements， va-
rio凶 activitiesp代 sentat apperance of the surface， and finally constitu，te the characters of a r 
gion 0 γ a geographical a 閃 a (which can be dividecl into c∞og 山t抗ωiぬonal上， liv川灯山rぺingancl physical spaces) 
